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「
消
防
学
校
だ
よ
り
」
に
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せ
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長 

渡
部
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夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
も
「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
」
と
い
う
強
い

使
命
感
を
持
っ
た
五
十
二
名
の
若
者
が
、
満
開
の
桜
に
迎

え
ら
れ
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
学
生
一
人
ひ
と
り

が
、
そ
の
職
責
の
重
大
性
を
認
識
し
、
本
校
で
の
教
育
・

訓
練
に
励
め
る
よ
う
、
現
在 

教
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

本
校
の
初
任
教
育
生
も
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
に
開
校

し
四
十
四
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に
一
、
五
三
六
名
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
、
先
輩
方
が
築
い
た
伝
統
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
消
防
力
の
根
幹

で
あ
る
「
人
づ
く
り
」
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
責
任
を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
の
た
び
、
県
下
の
消
防
本
部
の
皆
さ
ん
に
、
消
防
学

校
の
現
況
な
ど
を
紹
介
い
た
し
た
く
『
消
防
学
校
だ
よ
り
』

を
発
刊
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
大
量
退
職
に
よ
る

世
代
交
代
が
急
激
に
進
む
な
か
、
先
輩
職
員
と
新
人
職
員

や
各
消
防
本
部
と
学
校
と
の
連
携
を
図
る
上
で
の
架
け

橋
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
き
消
防
士
の
成
長
す

る
姿
や
消
防
の
現
況
・
課
題
等
を
教
育
的
視
点
で
、
消
防

学
校
か
ら
発
信
し
て
行
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

今
、
学
校
内
は 

活
気
に
満
ち
あ 

ふ
れ
、
活
発
か 

つ
節
度
あ
る
動 

作
と
と
も
に
、 

号
令
や
挨
拶
を 

交
わ
す
大
き
な 

声
が
響
き
わ
た 

っ
て
い
ま
す
。 

    

入
校
式
（
初
任
教
育
第
五
三
期
） 

満
開
の
桜
が
咲
き
誇
る
中
、
四
月
四
日
に
平
成
二
十
五
年
度

初
任
教
育
第
五
三
期
の
入
校
式
が
、
多
数
の
ご
来
賓
出
席
の
も

と
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
県
下
八
本
部
で
採
用
さ
れ
た
新
人
消
防

職
員
五
十
二
名
が
、
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
不
安
と
期

待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
消
防
士
と
し
て
の
一
歩
踏
み
出
し
ま
し

た
。 講

堂
で
開
か
れ
た
入
校
式
で
は
、
渡
部
校
長
か
ら
式
辞
が
あ

り
、「
常
に
目
的
・
目
標
を
明
確
に
持
ち
、
日
々
訓
練
に
励
み
、

地
域
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
強
く
た
く
ま
し
い
消
防
士
と
な

る
よ
う
に
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
を
代
表
し
て
松
江

市
消
防
本
部
の
北
村
消
防
士
か
ら
「
学
生
と
し
て
の
責
務
を
深

く
自
覚
し
、
校
則
を
守
り
、
勉
学
に
専
念
す
る
」
と
宣
誓
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

体
力
調
査 

四
月
十
一
、
十
二
日
に
体
力
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
だ
少
し
肌
寒
い
陽
射
し
の
中
、
松
江
市
営
運
動
競
技
上
ま
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
、
一
〇
〇
ｍ
、
一,

五
〇
〇
ｍ
走
や
三
段
跳
び
、

腕
立
て
伏
せ
な
ど
、
十
四
種
目
の
競
技
の
体
力
調
査
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
こ
の
記
録
が
半
年
後
に
、
ど
の
く
ら
い
伸
び
る
か

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
頑
張
れ
～
！ 

 

 

訓
練
礼
式 

訓
練
礼
式
も
始
ま
り
ま
し
た
。 

毎
朝
の
通
常
点
検
も
日
に
日
に
形
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
消
防

職
員
と
し
て
、
礼
式
と
規
律
は
基
本
中
の
基
本
。
教
官
の
厳
し

い
声
に
、
す
ば
や
く
「
よ
し
！
」。 

 



初任科第５３期（前期）学生紹介 

今期生のスローガンは『不撓不屈』です。 

今期は、浜田市消防本部を除く島根県下８消防本部から学生が集まりました。 

 

 

【松江市消防本部】         【出雲市消防本部】      【益田広域消防本部】        【大田市消防本部】 
 

 

 

 

 

 

 

『同じ志を持つ仲間達と消防  『厳しい環境の中、仲間達と  『慣れないことばかりで大変 『良き友人を作り、自分の 

技術の錬磨、心身の鍛練に努   一致団結して毎日頑張って   ですが、毎日が充実しており  成果を実感しつつ学校で 

めています。』               おります。』                 ます。』                     頑張っています。』 

  

【安来市消防本部】         【江津邑智消防組合】        【雲南消防本部】        【隠岐広域連合消防本部】 

 

 

 

 

 

 

 

『入校して一ヶ月が経ちまし  『苦しい訓練など協力し合い  『新しい環境で日々体力・   『初めての事が沢山あり 

たが、四人で協力して頑張っ   一丸となって鍛錬しており    技術・知識の向上に励んで   不安もありますが、一生 

ています。』                  ます。』                     います。』                  懸命頑張っています。』 

                                    

職員紹介  

今年度の消防学校の教職員です。                         校 訓 

島根県消防および学校教育発展のため、頑張りますので各本部の 

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

校  長 渡部 正夫 

副校長   原  幹男 

【総務担当】 

企画幹 宮崎 由紀子 

主 任 長澤 正高 

【教務課】 

課長 宮前 善一 

教官 近藤 喜夫（安来市消防本部） 

教官 黒瀬  守（大田市消防本部） 

教官 塩田 一広（松江市消防本部） 

教官 伊藤 桂太（出雲市消防本部） 

  

編集後記（事務局より） 
今年度から本県においても知事部局に防災部が設置され、また、県民の皆様方の防災意識も一段と高まっているところ

です。災害の発生は人間がコントロールしづらいところではありますが、防災・減災の第一線で活躍する消防官において

はより一層の知識と技術の研鑽が望まれるところです。その意味では、消防学校に期待されるところのものは、より大き

なものがあると言えるでしょう。県民の皆様方のご期待に応えることができるよう一層の努力が求められています。 

「島根県消防学校だより」に対してのご意見、ご要望などにつきましては、消防学校のメールアドレスあて、ご一報い

ただけましたら幸いです。 今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

 

              島根県消防学校 
                       〒690-0046 島根県松江市乃木福富町７３５－１５７ 

                           E-mail：syobogako@pref.shimane.lg.jp 

              Tel：０８５２－２２－０１６６ 
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消
防
精
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徹
す
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術
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練
磨
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す


